
ｘ 

４ 

（全５枚中の１枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

⑤ 高等学校 化学 解答例 

 

 

１０点 

１ （１） 

２点 
溶質 

（２） 

２点 
    モル濃度     ※完全解答 

（３） 

３点 

うすめる前の溶液のモル濃度を Ｃmol/Ｌとおくと，
15.0
1000

Ｃ ＝ 4.166 …

≒ 4.17

Ｃmol/Ｌ× 0.125mol/Ｌ × 0.500Ｌ＝Ｌ

 

（答）  4.17  mol/Ｌ 

（４） 

３点 

使用する市販の濃塩酸をＶmＬとおくと，１cｍ
３
＝１mＬ，ＨＣｌの分子量36.5より，

1.18ｇ/mＬ × ＶmＬ × 0.365
36.5ｇ/mol

Ｖ ＝ 21.18 …

≒ 21.2

＝ 0.100mol/Ｌ × 2.50Ｌ

 

（答）  21.2    mＬ 

 

２０点 

２ （１） 

４点 

① 

１点 
＋７ 

② 

１点 
＋２ 

③ 

１点 
＋４ 

④ 

１点 
＋２ 

（２） 

４点 

物質量 

２点 

 質量 

２点 
        8000ｘ         mｇ 

（３） 

２点 
エ  

（４） 

４点 

酸化剤 

２点 
あ ８ い ５ う ４ ※完全解答 

還元剤 

２点 
え ２ お ２ ※完全解答 

（５） 

６点 

電子 

３点 

試料中の有機物を含む還元剤との間で授受された電子をｙmolとおくと，

10.0 10.0＋5.00

1000 1000

ｙ ＝ 1.25×10
－４

　２価×1.25×10
－２

mol/Ｌ× ５価×5.00×10
－３

mol/Ｌ×＝Ｌ＋ｙmol Ｌ

 

 

 

（答）  1.25×10－４    mol 

ＣＯＤ 

３点 

（２）より，

1000

100

　＝ 10.0

　8000 × 1.25×10
－４

〔mｇ〕×

 

 

（答）  1.00×10    mｇ/Ｌ 

mol 



（全５枚中の２枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

⑤ 高等学校 化学 解答例 

 

 

１９点 

３ 

（１） 

５点 

Ｐ１ 

３点 

　エタノールはすべて気体なので，気体の

状態方程式を用いる。

エタノールＣ２Ｈ５ＯＨの分子量46より，

ｗＲＴ
ＭＶ

0.46×8.3×10
３
×330

＝ 10144.4 …

≒ 1.0×10
４

＝Ｐ１

＝
46×2.7

 

 

 

（答）  1.0×10４    Pa 

（１） 

２点 

 

 

（２） 

２点 

 

（１）の○，（２）の□は，以下へ記入 

 

（２） 

５点 

説明 

３点 

（例）状態Ａではエタノールはすべて気体だが，

容積を次第に減少させると圧力が増加してい

く。57℃での飽和蒸気圧約 0.40×10５Pa にな

ると，凝縮がはじまる。 

（３） 

２点 
イ 

 

（４） 

３点 

　容積を変えても，液体が存在する限りは，その上部空間にある蒸気の圧力は，30℃の飽和蒸気圧すなわち

1.01×10
４
Paに保たれている。したがって，このとき気体として存在するエタノールの質量ｗ〔ｇ〕は，

気体の状態方程式より，

ＰＶＭ 1.01×10
４
×1.0×46

ＲＴ 8.3×10
３
×303

＝ 0.184 …

≒ 0.18

　ｗ ＝＝

 液体になったエタノールの質量は，全体の質量から気体として存在する分を差し引いて求められるので， 

 0.46－0.18＝0.28 

（答）  2.8×10－１    ｇ 

（５） 

２点 

 

（６） 

２点 

 



（例） 

 

  

（全５枚中の３枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

⑤ 高等学校 化学 解答例 

 

１８点 

４ 

（１） 

５点 

あ 

１点 
水 

い 

１点 
青銅 

う 

１点 
黄銅（真ちゅう） 

え 

１点 
ブリキ 

お 

１点 
トタン  

（２） 

２点 
  Ｃｕ２Ｓ ＋ Ｏ２ → ２Ｃｕ ＋ ＳＯ２  

（３） 

３点 

硫酸銅(Ⅱ)五水和物をｘ〔ｇ〕とおくと，ＣｕＳＯ４の式量160，ＣｕＳＯ４・５Ｈ２Ｏの式量250より，

ＣｕＳＯ４ 20

水 100 90
250

ｘ ＝ 88.0 …

≒ 88

＝＝

250＋ ｘ

ｘ
160

250

 

 

（答）  8.8×10    ｇ 

（４） 

２点 

102℃で加熱したときに得られる化合物の式量をＭとおくと，

2.50ｇ 2.14ｇ

250ｇ/mol Ｍｇ/mol

Ｍ ＝ 214　（＝160＋18×３）

これより，得られた化合物はＣｕＳＯ４･３Ｈ２Ｏである。

よって，化学反応式は，

　ＣｕＳＯ４･５Ｈ２Ｏ → ＣｕＳＯ４・３Ｈ２Ｏ ＋ ２Ｈ２Ｏ　（答）

＝

 

 

 

（５） 

２点 
  ア， イ， エ  ※完全解答  

（６） 

２点 
オ  

（７） 

２点 

表 面 が 傷 つ い て 鉄 が 露 出 し て も ， 

イ オ ン 化 傾 向 の 大 き い 亜 鉛 が 先 に 

酸 化 さ れ ， 鉄 の 腐 食 が 進 み に く い 

か ら 。    



（例） 

（全５枚中の４枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

⑤ 高等学校 化学 解答例 

 

 

  

１２点 

５ （１） 

３点 

Ｃ 

１点 
ＰｂＣｒＯ４ 

Ｄ 

１点 
ＣｕＳ 

Ｇ 

１点 
Ｆｅ(ＯＨ)３ 

（２） 

２点 
  Ｃｕ(ＯＨ)２ ＋ ４ＮＨ３ → [Ｃｕ(ＮＨ３)４]２＋ ＋ ２ＯＨ－ 

（３） 

２点 
  Ａｌ(ＯＨ)３＋ＮａＯＨ → Ｎａ[Ａｌ(ＯＨ)４] 

（４） 

５点 

① 

２点 
ウ  

② 

３点 

ろ 液 に 炭 酸 ア ン モ ニ ウ ム 水 溶 液 

を 加 え ， 生 じ た 白 色 沈 殿 を ろ 過 

に よ り 分 離 す る 。      



（全５枚中の５枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

⑤ 高等学校 化学 解答例 

 

 

 

１６点 

６ （１） 

６点 

Ｃ 

３点 
安息香酸 

Ｅ 

３点 
グリセリン 

（２） 

３点 
ウ， オ  ※完全解答  

（３） 

３点 

 Ａ１分子からＣが何分子生成するかを考える。問題より，Ａの酸素数が８で，４個のエステル結合が含まれる

ことから，エステル結合以外に酸素原子は含まれない。したがって，Ａ１分子の加水分解により，４個のエステ

ル結合が加水分解され，－ＣＯＯＨ４個と－ＯＨ４個が生じる。 

 加水分解で生成するＣ，Ｄ，Ｅ，Ｆのうち，Ｃは－ＣＯＯＨを１個，Ｆは－ＣＯＯＨを２個もつ（Ｄ，Ｅは    

－ＣＯＯＨをもたない）。これより，Ａ１分子の加水分解により，Ｃは２分子生成することがわかる。 

 同様に，－ＯＨについて考えると，Ｄは－ＯＨを１個，Ｅは－ＯＨを３個もつので，それぞれ１分子ずつ生成

することがわかる 

  Ａ ＋ ４Ｈ２Ｏ → ２Ｃ ＋ Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ 

 したがって，48.0ｇのＡから生成するＣの質量は，Ｃ（安息香酸）の分子量 122 より， 

48.0ｇ

480ｇ/mol
×２×122ｇ/mol ＝ 24.4

 

 

 

 

 

（答）  2.4×10    ｇ 

（４） 

４点 

 

 

 

 

 

 

５点 

７ ① 

１点 
ソ 

② 

１点 
サ 

③ 

１点 
ス 

④ 

１点 
エ 

⑤ 

１点 
オ 


